
『
浜
風
拾
莫
集
』
関
東
所
伝
本
の
性
格

－
1
⊥
関
東
寺
院
に
於
る
享
受
を
め
ぐ
っ
て
－
1
－

は
　
じ
　
め
　
に

『
渓
嵐
拾
菓
集
』
は
、
南
北
朝
時
代
に
成
立
し
た
天
台
系
の
仏
書
で
あ
る
。

編
著
者
で
あ
る
光
宗
は
、
中
世
叡
山
に
独
自
に
発
達
し
た
「
記
家
」
と
呼
ば
れ

る
学
僧
で
、
叡
山
教
学
の
口
伝
法
門
を
中
心
に
、
諸
事
を
記
録
す
る
こ
と
を
職

分
と
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
『
渓
嵐
拾
菓
集
』
に
は
、
中
世
密
教
的
神
秘
主
義

を
背
景
と
す
る
特
色
あ
る
神
仏
習
合
説
や
説
話
の
難
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、

仏
教
史
や
思
想
史
、
国
文
学
の
分
野
か
ら
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
来
た
。

し
か
し
、
『
渓
嵐
拾
菓
集
』
そ
の
も
の
に
関
す
る
総
合
的
研
究
は
未
だ
立
ち

遅
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
現
在
、
大
正
新
修
大
蔵
経
第
七
十
六
巻

に
翻
刻
が
あ
る
が
、
活
字
の
テ
キ
ス
ト
は
こ
れ
が
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
基
礎

的
な
諸
本
調
査
さ
え
も
満
足
に
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

研
究
が
今
一
歩
進
展
し
な
い
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
本
書
の
文
学
史
的
位
根

が
不
分
明
で
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
が
定
め
難
い
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
『
渓
嵐

拾
薬
集
』
の
内
容
は
、
顕
教
、
密
教
、
戒
律
、
記
録
だ
け
で
な
く
神
道
に
も
及

①び
、
各
々
に
つ
い
て
先
匠
か
ら
相
承
し
た
口
伝
や
先
人
の
書
物
の
抄
出
を
l
見

雑
然
と
収
め
て
い
る
。
こ
の
、
あ
た
か
も
百
科
全
書
的
な
内
容
の
多
様
さ
が
、

か
え
っ
て
『
浜
風
拾
薬
集
』
の
性
格
を
曖
昧
に
し
て
い
る
と
い
え
る
。
確
か

田
　
　
中
　
　
貴
　
　
子

に
、
『
浜
風
拾
薬
集
』
を
一
盾
の
統
合
的
な
作
品
と
し
て
読
む
こ
と
に
は
自
ら

限
界
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ス

タ

テ

イ

ツ

ク

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
視
点
を
変
え
て
、
『
渓
嵐
拾
薬
集
』
を
静
止
的
な
作

晶
と
し
て
扱
わ
ず
に
、
適
時
的
な
流
れ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
、
文
芸

世
界
と
い
か
な
る
交
渉
を
持
っ
た
か
、
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
方
法
を

と
る
こ
と
に
し
た
。
ど
ん
な
も
の
で
あ
れ
、
書
物
は
享
受
と
い
う
こ
と
と
切
り

離
し
て
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
今
あ
る
書
物
は
、
過
去
の
享
受
の
積
み
重

ね
の
産
物
だ
と
言
え
る
。
享
受
史
と
い
う
一
側
面
か
ら
照
射
す
る
こ
と
を
、

『
浜
風
拾
菓
集
』
の
全
体
像
を
把
握
す
る
一
階
梯
と
し
た
い
と
考
え
る
。

特
に
享
受
史
に
注
目
し
た
の
は
、
『
浜
風
拾
薬
集
』
研
究
の
基
礎
作
業
と
し

て
行
っ
た
諸
本
調
査
の
結
果
を
承
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
本
集
に
は
数
多
く
の

伝
本
が
存
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
奥
書
は
多
様
な
享
受
の
様
相
を
物
語
っ
て
い

る
。
奥
書
か
ら
告
写
時
、
書
写
場
所
、
吾
写
者
の
位
相
を
分
類
、
整
理
し
て
い

く
と
、
炎
つ
か
の
享
受
の
パ
タ
ー
ン
が
検
出
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
、
特
定
の

書
写
場
所
と
深
く
結
び
つ
き
、
そ
の
場
所
の
校
能
や
特
性
に
よ
っ
て
或
る
共
通

し
た
性
格
を
帯
び
た
諸
本
群
が
認
め
ら
れ
た
。

本
稿
は
、
こ
う
し
た
特
色
あ
る
諸
本
群
の
一
つ
で
あ
る
関
東
所
伝
本
を
取
り

上
げ
て
、
中
世
に
於
る
『
渓
嵐
拾
菓
集
』
の
享
受
の
様
相
と
、
文
芸
世
界
へ
の
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影
響
と
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

H
　
『
渓
嵐
拾
葉
案
』
の
諸
本
と
問
題
点

水
論
の
前
出
と
し
て
、
今
ま
で
に
調
査
し
え
た
諸
本
に
つ
い
て
惰
単
に
述
べ

⑧

て
お
き
た
い
。

『
渓
嵐
拾
薬
集
』
の
諸
本
は
、
『
国
書
総
‖
日
録
』
に
よ
る
と
十
八
本
が
教
え

ら
れ
る
。
賢
亮
泰
氏
編
『
薔
天
台
義
総
合
日
臣
は
、
こ
の
他
に
別
の

八
木
を
載
せ
て
い
る
。
両
目
録
を
比
較
す
る
と
、
所
在
の
変
わ
っ
た
本
も
あ
る

ら
し
く
記
載
の
一
致
を
み
な
い
。

私
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
両
日
録
に
記
載
さ
れ
な
い
新
出
本
を
含
め
、
現
在

ま
で
に
十
五
本
を
確
認
し
た
。
以
下
、
論
の
都
合
上
調
査
済
み
諸
本
を
列
挙
し

て
お
く
（
諸
本
名
は
私
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
）
。

因
叡
山
文
庫
所
蔵
本

①
真
如
花
甲
本
（
近
世
初
期
写
十
m
）
　
⑦
質
如
蔵
乙
本
（
近
世
頃
写
十
冊
）

③
貴
如
歳
丙
太
（
近
世
写
一
冊
）
　
④
生
掠
寺
中
本
（
宝
永
五
年
写
一
冊
）

⑤
生
田
寺
乙
本
（
近
世
初
期
写
一
冊
）
　
の
生
田
寺
内
水
（
近
世
写
二
十
冊
）

⑦
戒
光
院
本
（
新
写
一
冊
）

㈲
東
大
史
料
編
纂
所
々
蔵
本
（
各
文
庫
の
影
写
本
）

⑧
曽
祥
院
南
渓
歳
院
本
（
元
禄
年
間
写
十
二
冊
）
　
⑨
島
地
大
等
氏
本
（
写
】
冊
）

⑬
反
町
茂
雄
氏
本
（
文
亀
二
年
写
】
冊
）
　
⑳
大
谷
大
学
図
魯
館
本
（
寛
文
十
年
写
一
冊
）

的
内
閣
文
慮
所
蔵
本

⑲
内
閣
文
膵
A
本
（
文
化
十
五
年
写
一
冊
）
　
⑬
内
閣
文
庫
B
本
（
天
和
二
年
写
一
冊
）

鋤
そ
の
他

⑩
息
文
間
男
種
本
（
応
永
三
十
五
年
写
一
巻
）
呵
⑮
三
千
院
円
融
蔵
本
（
永
事
九
年
写
二
冊
）

私
は
、
こ
の
十
五
本
を
成
立
事
情
の
違
い
に
よ
っ
て
二
種
類
に
分
類
し
た
。

一
つ
は
、
百
巻
前
後
の
大
部
な
本
で
、
近
世
に
入
っ
て
か
編
集
さ
れ
た
も
の
な

の
で
近
世
編
基
本
と
呼
ぶ
。
調
査
済
み
木
の
う
ち
O
、
⑧
、
⑥
、
⑧
が
こ
れ
に

該
当
す
る
。
も
う
一
つ
は
中
世
に
流
布
し
た
端
本
で
あ
り
、
近
世
編
基
本
以
外

の
諸
本
は
す
べ
て
こ
ち
ら
に
含
ま
れ
る
。
端
本
は
、
一
巻
か
せ
い
ぜ
い
二
、
三

巻
を
一
ま
と
ま
り
と
す
る
。
し
か
し
、
絹
本
と
は
い
え
、
『
渓
嵐
拾
某
集
』
全

巻
が
欠
け
て
端
本
に
な
っ
た
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
、
近
世
編

基
本
と
端
本
の
関
係
を
説
明
し
て
お
く
。

『
渓
嵐
拾
薬
集
』
は
三
十
七
年
の
長
き
に
亘
っ
て
書
き
継
が
れ
た
も
の
で
、

執
筆
の
初
期
段
階
で
は
、
一
定
の
題
名
を
冠
し
て
編
集
す
る
つ
も
り
で
は
な
か

⑧

っ
た
ら
し
い
。
光
宗
が
執
筆
を
続
け
る
問
に
も
、
巻
に
よ
っ
て
は
他
人
に
よ
っ

て
㌫
写
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
『
撰
嵐
拾
茶
葉
』
は
全
巻
揃
っ
た

精
好
で
は
な
く
、
巻
ご
と
に
ば
ら
ば
ら
に
吾
写
さ
れ
る
形
が
一
般
的
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
数
巻
を
一
ま
と
ま
り
と
し
た
こ
の
よ
う
な
写
本
が
、
現
在
見
る
端

本
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

中
世
を
通
じ
て
、
端
本
は
多
く
の
伝
写
を
経
て
各
地
に
散
ら
ば
っ
て
行
っ

た
。
こ
れ
を
、
近
世
に
入
っ
て
か
ら
収
集
し
、
『
洪
鼠
拾
薬
集
』
の
原
形
復
原

⑥

を
試
み
た
も
の
が
近
世
編
基
本
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
近
世
編
基
本
は
中
世

の
端
本
を
寄
せ
集
め
、
書
写
し
て
一
本
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
集
成
立
時
の

姿
を
伝
え
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

諸
本
に
関
し
て
は
こ
れ
位
に
し
て
、
次
に
、
諸
本
の
奥
書
か
ら
伺
え
る
具
体

的
な
享
受
の
様
相
を
見
て
い
き
た
い
。
対
象
と
す
る
の
は
中
世
に
流
布
し
た
端

本
で
あ
る
が
、
近
世
編
基
本
に
散
逸
し
た
端
本
の
水
奥
書
が
記
さ
れ
る
場
合
も

あ
る
の
で
、
そ
れ
も
合
わ
せ
て
考
え
た
。

本
集
の
書
写
に
関
与
し
た
僧
は
延
べ
数
十
人
に
の
ぼ
り
、
書
写
場
所
も
日
本

各
地
に
及
ぶ
。
特
に
書
写
場
所
に
注
目
す
る
と
、
多
く
は
叡
山
内
各
坊
や
京
・

近
江
の
寺
院
だ
が
、
中
に
関
東
寺
院
の
名
が
混
じ
る
点
が
意
外
な
感
を
抱
か
し

め
る
。
大
正
蔵
版
（
真
如
蔵
甲
乙
本
を
底
本
と
す
る
）
か
ら
例
を
あ
げ
れ
ば
、
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「
仙
波
無
量
寿
寺
」
（
巷
九
）
、
「
上
野
国
世
良
田
山
長
楽
寺
」
（
幾
十
四
な
ど
）
等
で
あ

る
。こ
の
こ
と
は
、
『
浜
風
拾
菓
集
』
が
京
・
近
江
周
辺
だ
け
で
は
な
く
、
関
東

で
も
事
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
中
世
の
関
東
で
は
い
わ
ゆ
る
関
東

天
台
が
栄
え
て
お
り
、
本
集
が
関
東
に
伝
え
ら
れ
た
の
も
天
台
宗
の
関
東
伝
播

と
深
い
か
か
わ
り
を
有
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。

関
東
天
台
と
は
、
旧
舎
天
台
と
も
別
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
時
文
化
的
辺
境

の
地
で
あ
っ
た
関
東
の
天
台
教
学
で
あ
る
。
関
東
に
叡
山
教
学
が
伝
播
し
た
の

は
、
『
日
本
先
行
名
匠
記
』
に
よ
れ
ば
十
二
世
紀
頃
で
、
正
規
町
心
栗
の
流
を

⑤

引
く
尊
海
が
関
東
の
談
義
所
を
開
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
幕
府
開
府
を
も

一
つ
の
契
機
と
し
て
、
台
家
僧
侶
の
関
東
進
出
活
動
は
一
層
盛
ん
に
な
り
、
叡

山
に
所
蔵
さ
れ
る
天
台
書
籍
も
流
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
天
台
宗
の
関
東
伝
播

は
、
叡
山
で
学
を
修
め
た
僧
が
書
籍
を
携
え
て
関
東
に
赴
く
こ
と
で
な
さ
れ
た

わ
け
で
あ
る
。
『
棋
風
拾
葉
集
』
の
一
部
は
、
こ
う
し
た
背
景
の
下
で
関
東
へ

伝
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

木
集
が
関
京
に
伝
わ
っ
て
行
く
経
緯
が
も
っ
と
も
顕
著
に
現
わ
れ
て
い
る
例

と
し
て
、
内
閣
文
庫
A
本
の
奥
書
を
あ
げ
よ
う
。
こ
の
本
は
、
「
縁
起
」
　
「
円

寂
記
」
　
「
三
衣
一
鉢
事
」
　
「
五
種
供
養
事
」
　
「
求
聞
持
法
」
　
「
多
聞
天
秘
決
」

の
各
巻
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
興
味
沫
い
奥
書
を
有
す
る
の
は
、
「
求
聞

持
法
」
の
巻
で
あ
る
。
次
に
一
覧
の
形
で
掲
げ
る
。

＜
書
写
年
月
日
＞
　
＜
書
写
者
＞
　
＜
書
写
場
所
＞

（
一
三
八
〇
）

踵
堕
一
年
四
月
二
十
三
日
　
昆
弁

軋
監
望
鮮
二
十
三
日
党
灯
．
仁
尊

（

一

四

一

一

）

応
永
十
八
環
八
月
　
　
　
再
建

（
一
四
二
八
）

応
永
三
十
五
年
土
日
　
員
天

（
一
四
三
九
）

永
喜
十
一
年
一
月
十
四
日
　
？

上
総
出
北
山
野
島
操
郷
大
廻
村
千
町
庄

法
典
寺
弁
連
宿

上
総
田
所
山
野
原
田
由
郷

西
方
寺
別
所

常
陸
国
多
同
庄
閑
本
郷
生
根

長
楽
寺

同
石

奥
州
菊
田
庄
御
宝
殿

（
一
三
一
六
）

正
和
五
年
四
月
二
日
　
　
光
宗

（
一
三
三
七
）

放
置
四
年
七
月
十
三
日
　
光
英

（
一
三
五
八
）

延
文
三
年
六
月
六
日
　
　
了
静

望
岨
寺
慈
眼
房
　
　
▲
本
奥
容

近
江
国
阿
弥
陀
寺
中
豊
坊

近
江
凹
河
岡
薬
師
寺

こ
の
巻
は
、
成
立
後
約
二
十
年
を
経
て
近
畿
を
出
、
百
年
余
の
う
ち
に
上

総
、
常
陸
か
ら
奥
州
に
至
る
。
初
め
て
吾
写
さ
れ
た
の
は
、
近
江
国
鞘
生
郡
に

あ
る
阿
弥
陀
寺
に
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
郡
生
郡
は
、
近
江
国
と
他
国
の
境
界
に

あ
り
、
後
世
街
道
と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
畿
内
か
ら
関
東
へ
の
ル
ー

⑥

ト
の
中
継
点
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
こ
の
巻
が
阿
弥
陀
寺
を
経
由
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
が
関
東
へ
運
ば
れ
易
い
地
理
的
条
件
を
満
た
し
て
い

た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

先
の
謂
本
奥
告
に
は
、
美
潰
国
の
寺
院
で
習
写
さ
れ
た
旨
を
記
す
も
の
も
あ

り
、
木
集
の
関
東
所
伝
本
が
、
京
・
近
江
か
ら
美
淡
を
通
っ
て
東
へ
も
た
ら
さ

れ
た
と
い
う
一
連
の
ル
ー
ト
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
ル
ー
ト
沿
い
に
は
、
天
台

宗
を
地
方
に
伝
え
る
際
の
拠
点
と
な
っ
た
談
義
所
が
点
在
し
、
関
東
所
伝
本
と

談
義
所
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。

以
下
、
関
東
寺
院
に
於
る
天
台
省
吾
の
享
受
の
諸
相
を
軸
と
し
て
、
『
渓
嵐

拾
薬
集
』
関
東
所
伝
本
の
役
割
を
探
っ
て
い
き
た
い
が
、
そ
の
前
に
、
関
東
所

伝
本
を
厳
密
に
確
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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⇔
　
関
東
所
伝
本
の
確
定

本
稿
で
用
い
て
い
る
「
関
東
所
伝
本
」
の
概
念
を
こ
こ
で
改
め
て
規
定
し
て

お
く
。
関
東
所
伝
本
と
は
、
関
東
（
北
陸
を
除
く
近
畿
以
東
の
す
べ
て
の
地
）

に
伝
来
し
た
形
跡
の
あ
る
も
の
を
言
う
。
こ
れ
に
は
、
関
東
寺
院
で
再
写
さ
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
の
ほ
か
、
書
写
場
所
が
不
明
で
も
、
関
東
寺
院
所
属

の
僧
が
写
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
含
ま
れ
る
。
但
し
、
「
本
」
と
は
言
い
条
、
諸

本
は
巻
に
よ
っ
て
奥
宙
が
興
る
場
合
が
殆
ん
ど
な
の
で
、
一
本
の
内
に
関
東
所

伝
本
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
共
存
す
る
こ
と
も
あ
る
。

奥
書
に
は
必
ら
ず
L
も
書
写
場
所
を
明
記
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
書
写
著
が

判
明
し
て
い
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
同
一
人
の
名
を
別
の
天
台
君
籍
の
奥
書
や
文

書
類
に
求
め
、
そ
の
記
事
か
ら
間
接
的
に
生
存
時
期
や
素
姓
を
検
出
す
る
方
法

を
と
っ
た
。

調
査
済
完
本
の
蔓
老
全
員
に
つ
い
て
、
『
国
諾
日
銀
』
『
綱
柳
天
真

籍
総
合
目
録
』
等
を
用
い
、
先
述
の
方
法
に
よ
っ
て
素
姓
、
所
属
な
ど
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
数
人
の
関
東
寺
院
所
属
の
僧
が
判
明
し
た
。
彼
等
が
関
与
し
た
木

は
、
従
っ
て
関
東
所
伝
本
と
見
倣
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
真
如
蔵
甲
・
乙
本
の
奥
㌫
に
引
か
れ
て
い
る
「
日
光
本
」
の
本
奥
吾

も
関
東
所
伝
本
と
し
て
考
察
し
た
。
日
光
本
は
既
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
日
光

輪
王
寺
所
蔵
の
本
で
あ
り
、
真
如
蔵
甲
・
乙
本
の
対
校
本
に
用
い
ら
れ
た
。
輸

王
寺
に
は
内
容
の
琉
復
す
る
端
本
が
集
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
「
求
開
持
法
」

と
「
大
黒
天
法
」
の
各
巻
に
四
本
ず
つ
異
な
る
本
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
便

宜
上
、
日
光
本
八
本
に
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
冠
し
て
区
別
す
る
（
「
求
開
持

法
」
に
は
日
光
本
A
～
D
、
「
大
黒
天
法
」
に
は
E
～
H
の
別
本
が
あ
る
こ
と

に
な
る
）
。
こ
の
う
ち
、
書
写
者
の
所
属
と
書
写
場
所
が
明
ら
か
に
な
っ
た
木

ほ
B
と
D
の
二
木
で
あ
っ
た
。

関
東
所
伝
本
と
確
定
し
た
も
の
以
外
で
も
、
奥
書
を
欠
い
て
い
る
た
め
判
断

の
つ
か
な
い
も
の
も
あ
り
、
そ
の
中
に
関
東
所
伝
本
が
存
す
る
可
能
性
も
あ
る

が
、
一
応
今
回
は
残
さ
れ
た
奥
書
か
ら
証
明
が
得
ら
れ
る
本
を
対
象
と
し
て
論

を
進
め
る
。
関
東
所
伝
本
と
確
定
し
た
も
の
の
奥
書
は
表
の
通
り
で
あ
る
。

川
　
真
如
蔵
本
（
甲
・
乙
本
）
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寺
普
光
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内
閣
文
庫
A
本
　
（
「
求
開
持
法
」
の
巻
の
奥
書
は
既
出
）

表
中
※
印
を
付
し
た
僧
は
、
他
文
献
の
奥
書
よ
り
関
東
僧
と
判
断
し
た
者
で

あ
る
。
各
々
、
そ
の
根
拠
と
な
る
資
料
を
江
に
掲
げ
て
お
い
た
の
で
御
参
照
願

い
た
い
。
さ
て
、
こ
の
作
業
が
終
了
し
た
時
点
で
幾
つ
か
の
問
題
が
浮
上
し
て
来
る
。

そ
の
中
で
最
大
か
つ
基
本
的
な
問
題
は
、
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
の
一
部
が
関
東
寺

鏡
で
盛
ん
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
書
写
場
所
で
あ
る

関
東
寺
院
が
果
た
し
た
機
能
を
考
え
る
こ
と
で
或
る
程
度
究
明
さ
れ
る
と
思
わ

れ
る
。奥
書
に
見
え
る
寺
院
に
関
し
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、
関
東
寺
院
の
中
で
も
談

義
所
、
或
い
は
談
義
所
と
同
様
の
機
能
を
持
つ
寺
院
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
談



義
所
と
は
、
僧
を
対
象
と
す
る
教
育
機
関
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
名
の
通
り

談
義
を
主
と
す
る
教
育
が
行
わ
れ
た
。
関
東
と
い
う
辺
地
で
天
台
僧
を
育
成
す

る
、
と
い
う
‖
目
的
を
有
す
る
談
義
所
で
、
関
東
所
伝
本
が
い
か
な
る
役
割
を
荷

っ
て
い
た
か
は
お
お
よ
そ
想
像
が
つ
く
。
初
心
の
修
行
者
は
叡
山
か
ら
伝
え
ら

れ
た
書
物
に
よ
っ
て
叡
山
教
学
を
学
ぶ
わ
け
だ
が
、
関
東
所
伝
本
は
そ
う
い
っ

た
際
に
一
種
の
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

関
東
所
伝
本
の
特
色
の
一
つ
に
、
書
写
人
数
が
多
い
点
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

こ
の
事
実
は
、
実
用
的
書
物
と
し
て
多
く
の
学
僧
の
手
に
す
る
と
こ
ろ
に
な
っ

た
事
情
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
或
る
伝
本
が
一
つ
の
学
統
内
で
相
伝
さ
れ
る
と

い
う
よ
り
は
、
相
互
に
特
別
な
結
び
つ
き
の
な
い
関
東
各
地
の
寺
院
を
遍
歴
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
関
東
所
伝
本
が
関
東
僧
の
共
有
財
産
と
し
て
重
用
さ
れ

た
形
跡
が
伺
え
る
。

こ
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
、
次
節
で
は
、
談
義
所
を
主
と
す
る
中
世
の

関
東
寺
院
に
於
る
教
育
の
実
態
を
、
木
葉
奥
吾
に
登
場
す
る
寺
院
の
場
合
に
即

し
て
述
べ
、
関
東
所
伝
本
享
受
の
具
体
例
を
撃
示
し
た
い
。

⇔
　
関
東
寺
院
に
放
る
教
育

談
義
所
の
扱
能
は
先
に
簡
単
に
触
れ
た
が
、
更
に
、
談
義
所
と
そ
れ
に
頬
す

る
学
問
寺
の
機
能
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
確
認
し
て
お
く
。
談
義
所
と
い

う
名
称
は
天
台
宗
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、
真
宗
で
も
用
い
ら
れ
る
。
関
東
だ

⑳

け
で
な
く
、
九
州
、
信
州
に
も
造
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
名
の
も
と
と
な
っ
た

「
談
義
」
と
は
「
論
義
」
と
同
じ
だ
が
、
長
期
間
に
亘
る
場
合
を
特
に
こ
う
呼

ん
で
い
る
。
談
義
所
に
は
学
僧
（
所
化
）
と
教
師
（
能
化
）
と
が
集
団
と
な
っ

て
一
定
知
問
生
活
し
、
談
義
や
行
に
よ
っ
て
叡
山
教
学
習
得
に
努
め
た
。
談
義

所
は
、
一
般
に
地
名
を
冠
し
て
呼
ば
れ
る
が
、
別
に
正
式
な
寺
名
を
持
っ
て
い

た
。勿
論
、
関
東
天
台
寺
院
の
全
部
が
談
義
所
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
当
時
⑳

の
寺
院
は
、
僧
正
寺
、
談
義
所
、
一
般
の
寺
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
と
い
う
。

僧
正
寺
と
は
、
住
持
が
僧
正
に
任
ぜ
ら
れ
る
慣
例
が
あ
る
の
で
そ
う
称
さ
れ
、

談
義
所
よ
り
は
格
が
高
い
と
さ
れ
る
が
、
僧
正
寺
で
も
教
育
は
盛
ん
に
行
わ

⑱

れ
、
機
能
上
談
義
所
と
殆
ど
区
別
さ
れ
な
い
寺
も
多
い
。

さ
て
、
関
東
所
伝
本
の
奥
書
に
は
次
の
よ
う
な
関
東
寺
院
が
見
え
る
。

（
二
テ
分
欠
）

①
武
州
児
玉
郡
金
口
□
所
　
◎
上
総
州
武
村
身
郷
多
田

◎
仙
波
無
長
寿
寺
　
　
　
　
④
上
野
国
世
良
田
山
長
楽
寺

⑤
上
総
国
法
興
寺
　
　
　
　
◎
上
総
国
西
方
寺

⑦
常
州
多
何
庄
長
楽
寺
　
　
⑧
常
州
下
妻
荘
黒
子
千
妙
寺

①
に
は
欠
字
が
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
同
国
児
玉
郡
の
有
名
な
談
義
所
で
あ
る

「
金
銅
談
所
」
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
◎
は
、
同
国
山
武
郡
武
射
郷
の
「
武

⑱

射
談
所
」
を
誤
写
し
た
可
能
性
が
高
い
。

こ
こ
で
は
、
談
義
所
は
①
～
◎
の
三
箇
所
だ
け
と
な
る
が
、
他
の
寺
院
も
、

特
に
談
義
所
と
呼
ば
れ
た
資
料
が
見
当
た
ら
な
く
と
も
、
談
義
所
と
は
本
質
的

に
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
当
時
天
台
宗
で
は
な
か

っ
た
寺
院
も
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
寺
は
概
ね
顕
密
兼
学
の
色
が
濃
く
、
天
台

㌫
籍
を
多
く
蔵
し
天
台
僧
の
出
入
り
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
掲
の
八
寺
の

ぅ
ち
、
資
料
か
ら
そ
こ
で
の
教
育
活
動
が
伺
え
る
も
の
を
選
び
考
察
し
て
い
こ

ら
ノ
0

④
の
世
良
田
山
長
楽
寺
は
、
上
野
国
新
田
郷
に
あ
る
。
承
久
三
年
（
二
一
一

二
）
、
柴
朝
の
由
基
に
な
る
臨
済
禅
の
寺
で
あ
る
（
吉
田
東
伍
氏
『
大
日
本
地

名
辞
書
』
）
。
同
寺
が
天
台
宗
と
な
る
の
ほ
江
戸
時
代
の
こ
と
だ
が
、
開
祖
栄
朝

は
、
台
密
十
三
流
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
菓
上
流
に
学
ん
だ
栄
西
の
高
弟
で
、
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顕
密
神
兼
学
の
人
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
長
楽
寺
に
は
、
顕
密
禅
の
区
別
な
く

⑳

多
く
の
書
籍
が
成
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

禅
寺
で
あ
り
な
が
ら
、
長
楽
寺
に
は
そ
の
豊
富
な
典
籍
を
求
め
て
天
台
僧
が

出
入
り
し
、
書
写
を
行
っ
て
い
た
ら
し
い
。
『
浜
風
拾
菓
集
』
真
如
蔵
本
「
求

聞
持
法
」
と
、
内
閣
文
庫
A
本
「
三
衣
一
鉢
事
」
を
、
永
和
四
年
（
一
三
七
八
）

に
長
楽
寺
で
吾
写
し
て
い
る
了
義
は
、
相
州
光
明
寺
で
惟
賢
か
ら
港
頂
を
受
け

⑲

た
天
台
僧
だ
が
、
生
涯
に
亘
っ
て
数
回
長
炎
寺
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
が
他
文
献

の
奥
書
か
ら
判
る
。
了
義
は
、
長
楽
寺
の
蔵
譜
を
多
く
写
し
て
い
る
が
、
そ
の

際
の
事
情
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

・
…
・
於
こ
世
良
田
山
長
楽
寺
】
為
二
初
心
行
者
一
雄
レ
為
二
秘
本
】
書
写
畢

遍
照
金
剛
了
義
五
十
四
才

（
『
了
因
決
』
巻
三
十
八
、
大
正
蔵
第
七
十
七
巻
）

『
了
因
決
』
は
長
楽
寺
の
了
恋
が
撰
し
た
台
密
の
濯
頂
口
伝
集
で
あ
る
。
長

楽
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
の
書
物
を
、
了
義
は
同
寺
に
一
定
期
間
逗
留
し
て
写

し
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
『
渓
鼠
拾
薬
袋
』
の
場
合
も
こ
う
し
て
書
写
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
長
楽
寺
の
蔵
書
は
「
秘
本
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
求
め

る
「
初
心
行
者
」
に
は
書
写
が
許
可
さ
れ
た
経
緯
が
伺
え
る
。
長
楽
寺
は
、
こ

う
し
て
関
東
僧
の
書
庫
と
し
て
活
用
さ
れ
、
書
物
の
書
写
を
通
じ
て
天
台
教
学

を
普
及
す
る
場
と
し
て
機
能
し
た
と
言
え
る
。

長
楽
寺
は
、
単
に
書
庫
で
あ
る
だ
け
で
ほ
な
く
、
師
匠
に
よ
る
直
接
伝
授
も

行
っ
て
い
た
。

天
文
四
暦
（
一
五
三
五
）
…
…
於
二
世
良
田
山
長
楽
寺
真
言
院
一
義
慶
大
和

尚
奉
こ
伝
受
l
勘
毎
日
御
本
申
請
書
レ
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
朝

（
寛
永
寺
蔵
「
真
言
累
承
秘
決
山
門
有
三
ケ
相
承
之
」
）

明
朝
は
、
閃
京
所
伝
本
の
書
写
者
の
一
人
で
、
常
州
信
太
庄
某
寺
の
住
持
で

あ
る
。
彼
も
、
了
義
同
様
長
楽
寺
に
勉
学
に
来
て
い
る
が
、
右
の
奥
書
で
は
義

慶
か
ら
伝
授
を
受
け
た
上
で
原
本
の
参
観
を
許
さ
れ
、
毎
日
少
し
ず
つ
書
写
し

た
こ
と
が
知
れ
る
。
明
朝
は
、
禅
僧
で
あ
る
義
慶
か
ら
山
門
の
秘
事
を
伝
授
さ

れ
て
い
る
が
、
長
燕
寺
の
顕
密
禅
兼
学
の
伝
統
を
思
え
ば
不
自
然
で
は
な
か
ろ

ヽ
ノ
0

ス

テ

ー

シ

ヨ

ン

以
上
の
よ
う
な
例
か
ら
、
長
楽
寺
は
関
東
僧
の
一
拠
点
と
し
て
開
か
れ
た
場

所
で
あ
り
、
書
物
を
通
じ
て
天
台
教
学
の
伝
括
に
寄
与
し
て
い
た
と
言
え
る
。

こ
う
い
っ
た
役
割
は
、
談
義
所
と
さ
ほ
ど
差
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ

る
。長
波
寺
と
深
い
つ
な
が
り
を
有
す
る
と
見
ら
れ
る
の
が
、
⑤
の
法
興
寺
で
あ

る
。
こ
の
寺
で
も
や
は
り
書
籍
の
書
写
は
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
二
、
三
の

汽
料
の
奥
封
か
ら
伺
え
る
。
法
典
寺
と
長
楽
寺
の
問
に
は
学
僧
の
交
通
が
あ
一

り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
写
本
も
移
動
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
法
興
寺
も
　
2
8

ま
た
長
楽
寺
の
よ
う
瞑
紺
磐
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
長
楽
寺
蔵
「
稔
祇
一

濫
頂
式
錘
沖
琉
」
の
奥
書
は
、
そ
れ
が
伺
え
る
好
例
で
あ
る
の
で
、
一
覧
に
し
て

次
に
示
そ
う
。

（
一
三
六
三
）

貞
治
二
年
六
月
十
五
日

（
二
一
一
七
三
）

応
安
六
年
十
月
二
十
七
日

（
一
三
七
六
）

永
和
二
年
十
月
十
八
日

（
〓
ニ
七
七
）

永
和
三
年
七
月
二
十
日

（
一
四
六
〇
）

長
禄
四
年
三
月

了
義
　
　
世
良
田
山
長
楽
寺

覚
俊
　
　
上
野
州
新
田

弁
栄
　
　
上
総
国
法
興
寺
北
院

円
範
　
　
同
右

快
尊
　
　
奥
州
如
意
山
成
就
寺

了
義
が
写
し
た
木
が
、

覚
俊
に
よ
っ
て
法
興
寺
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。
関
東
の
学
僧
が
談
義
所
や
学
問
寺
を
遍
歴
す
る
の
は
一
般
的
で

あ
っ
た
。
こ
の
場
合
、
長
楽
寺
と
法
興
寺
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
奥
州
如
意
山
成



ス

テ

ー

シ

ヨ

ン

就
寺
な
る
寺
も
、
談
義
所
的
機
能
を
持
つ
学
僧
た
ち
の
拠
点
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。⑧
の
黒
子
千
妙
寺
ほ
、
談
義
所
と
ほ
称
さ
れ
な
い
が
、
関
東
天
台
の
中
心
的

存
在
の
学
問
寺
で
あ
っ
た
。
千
妙
寺
は
下
野
国
結
城
郡
に
位
置
し
、
創
建
当
初

は
真
言
宗
だ
っ
た
が
、
後
に
宗
光
寺
の
法
脈
を
承
け
て
天
台
宗
に
改
宗
し
た⑱

（
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
）
。
同
寺
は
三
昧
流
の
流
れ
を
汲
む
僧
正
寺
で
あ
る
が
、

多
く
の
学
僧
を
擁
し
た
談
義
所
的
な
寺
で
あ
っ
た
。
日
光
木
の
多
く
は
こ
こ
で

書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
の
寺
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
判
っ
て
い
な
い
が
、
開
束
寺
院
は

多
か
れ
少
な
か
れ
教
育
機
関
と
し
て
の
比
重
が
甘
同
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
考
察
を
ま
と
め
て
お
く
と
、
『
渓
嵐
拾
某
集
』
関
東
所
伝
本
は
、
関

東
に
於
て
天
台
僧
の
教
育
に
与
っ
た
寺
院
の
所
轄
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
、

テ
キ
ス
ト

叡
山
教
学
習
得
の
た
め
の
教
科
書
と
い
う
役
割
を
負
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

テ
キ
ス
ト

し
か
し
、
一
日
に
教
科
書
と
言
っ
て
も
、
書
籍
を
写
し
て
手
元
に
m
く
こ
と

は
、
出
版
技
術
の
一
般
化
し
て
い
な
い
当
時
と
し
て
は
ご
く
当
た
り
前
の
営
み

で
あ
り
、
関
東
寺
院
に
限
ら
ず
ど
の
寺
院
で
も
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

テ
キ
ス
ト

で
あ
る
。
従
っ
て
、
関
東
所
伝
本
を
特
に
教
科
書
と
し
て
規
定
す
る
必
要
は
な

い
、
と
い
う
反
論
も
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
談
義
所
を
中
心
と
す
る
学
問
寺
で

書
写
さ
れ
る
書
物
の
多
く
は
、
一
般
の
典
籍
と
は
異
り
、
特
殊
な
目
的
に
沿
う

も
の
だ
っ
た
。
関
東
所
伝
本
は
、
談
義
所
や
学
問
寺
の
特
性
と
不
可
分
に
結
び

つ
い
た
独
自
の
存
在
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

談
義
所
で
制
作
、
書
写
さ
れ
る
も
の
は
、
そ
の
多
く
が
論
義
雷
で
あ
る
。
論

義
書
と
は
、
過
去
に
行
わ
れ
た
実
際
の
論
義
の
問
詰
に
基
づ
き
、
論
説
の
際
に

田
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
算
題
を
箇
条
書
に
し
て
示
し
、
模
範
的
な
回
答
を
付
し
た

書
物
で
あ
る
。

⑬

「
宗
要
」
　
「
問
要
」
　
「
義
科
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
の
論
義
書
は
、
談
義
や

論
義
を
専
ら
に
す
る
学
僧
に
は
な
く
て
ほ
な
ら
ぬ
も
の
だ
っ
た
。
談
義
所
特
有

の
書
物
で
あ
る
こ
と
は
こ
こ
か
ら
も
首
甘
さ
れ
る
。

天
台
論
義
書
は
、
慈
恵
大
師
良
源
が
論
義
の
算
題
を
挟
ん
だ
こ
と
に
始
ま
る

と
い
わ
れ
る
が
、
論
義
書
の
需
要
が
俄
然
高
ま
っ
た
の
は
中
世
の
関
東
に
於
て

で
あ
っ
た
。
論
説
は
、
普
通
堅
者
と
間
者
と
の
間
に
取
り
交
わ
さ
れ
る
問
答
に

よ
り
進
め
ら
れ
る
。
内
容
は
、
天
台
宗
根
本
経
典
た
る
『
法
華
経
』
の
綱
要
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
。
貴
族
主
催
の
法
会
等
で
行
わ
れ
る
儀
式
的
な
論
義
は
、

師
匠
が
学
僧
の
問
い
を
受
け
る
が
、
論
義
が
教
育
の
場
で
行
わ
れ
る
場
合
は
迫

で
、
師
匠
が
学
僧
に
問
い
を
発
し
て
試
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
滞
り
な
く
回
答

す
る
た
め
に
は
、
論
義
持
を
研
究
し
て
出
題
さ
れ
易
い
算
題
を
習
得
し
、
回
答

を
用
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
う
い
う
訳
で
、
談
義
所
で
は
論
義
書
が
源

繁
に
書
写
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
『
撰
嵐
拾
葉
奴
』
関
東
所
伝
本

が
談
義
所
や
学
問
寺
で
盛
ん
に
享
受
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
が
論
義
書
的
性
格
の

木
と
し
て
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
渓
嵐
拾
薬
集
』
は
も
と
よ
り
論
義
H
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
論
義
書
と
し
て
も
充
分
通
用
し
た
可
能
性
は
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ

る
。関
東
に
は
、
『
渓
嵐
拾
葉
菜
』
の
全
部
の
巻
が
伝
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

関
東
所
伝
本
の
内
容
が
幾
つ
か
の
巻
に
偏
向
し
て
い
る
点
と
も
考
え
合
わ
せ
る

と
、
関
東
の
享
受
者
が
必
要
に
応
じ
て
書
写
す
る
巻
を
採
択
し
た
と
見
て
よ
か

ろ
う
。
つ
ま
り
、
享
受
者
は
自
ら
の
実
用
目
的
に
叶
い
そ
う
な
巻
だ
け
を
撰
ん

だ
わ
け
で
あ
る
。
関
東
僧
の
撰
択
基
準
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
論
説
H
と
し

て
の
効
用
の
有
無
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
結
果
的
に
、
関
東
へ
渡
っ
た
巻
が
、
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『
渓
嵐
拾
菓
集
』
の
中
で
も
論
義
書
と
し
て
読
む
に
耐
え
る
内
容
を
有
し
て
い

た
、
と
仮
定
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
次
節
で
は
関
東
所
伝
本
各
巻
の
内
容
に
立
ち
入
り
、
ど
の
よ
う
に

関
東
寺
院
の
実
用
目
的
に
合
致
し
て
い
た
か
具
体
的
に
述
べ
、
合
わ
せ
て
、
関

東
所
伝
本
の
意
義
に
も
及
ぶ
こ
と
に
す
る
。

画
　
論
義
密
か
ら
＜
直
談
物
＞
へ

『
撰
嵐
拾
薬
集
』
関
東
所
伝
本
の
内
容
を
改
め
て
見
渡
す
と
、
水
菜
成
立
の

経
緯
を
記
す
「
縁
起
」
の
巻
は
さ
て
お
き
、
後
の
七
つ
の
巻
の
テ
ー
マ
は
、
様

々
な
意
味
で
論
義
に
か
か
わ
り
を
持
ち
易
い
も
の
と
言
え
る
。
こ
こ
で
は
、
論

の
都
合
上
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大
別
し
て
そ
の
特
色
を
述
べ
る
。

第
一
グ
ル
ー
プ
は
、
「
禅
家
教
家
同
異
事
」
と
「
山
門
東
寺
血
脈
同
興
事
」

の
二
巻
で
あ
る
。
前
者
は
、
禅
宗
と
教
家
（
経
典
に
準
拠
し
て
教
義
を
立
て
る

天
台
宗
、
其
言
宗
な
ど
の
宗
派
）
、
後
者
は
天
台
宗
と
真
言
宗
を
比
較
し
、
そ

の
相
違
と
類
似
を
論
じ
た
も
の
で
、
問
答
体
で
記
さ
れ
て
い
る
。
天
台
僧
の
み

な
ず
、
僧
侶
な
ら
誰
で
も
、
自
宗
と
他
宗
と
の
内
実
の
差
異
は
何
か
と
い
う
板

木
的
な
命
題
を
抱
く
は
ず
で
あ
り
、
実
際
、
こ
れ
と
同
様
の
問
題
は
古
来
論
義

⑬

の
一
算
題
と
し
て
確
立
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
第
一
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
二

巻
は
、
論
説
の
下
調
べ
用
の
書
物
と
し
て
参
考
に
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

中
世
の
談
義
所
で
こ
の
種
の
論
義
が
行
わ
れ
て
い
た
事
実
は
、
例
え
ば
、
室

町
時
代
に
栄
え
た
上
州
渋
川
真
光
寺
と
い
う
談
義
所
で
、
「
顕
密
膵
劣
悪
私
案

⑳

立
」
　
（
真
如
蔵
太
）
と
い
う
為
科
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
伺
え
る
。
こ

の
場
合
は
顕
教
と
密
教
の
対
比
と
な
っ
て
い
る
が
、
自
宗
の
特
性
を
、
対
立
す

る
別
の
宗
派
を
銃
と
し
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
方
法
は
、
論
義
の
場
で
は
効
果

的
な
一
技
術
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

第
二
グ
ル
ー
プ
は
、
「
五
和
供
養
事
」
　
「
三
衣
一
鉢
事
」
　
「
求
問
持
法
」
の

三
巻
で
あ
る
。
「
五
和
供
弟
」
と
は
、
行
法
の
際
本
尊
に
行
う
五
つ
の
供
養
（
攻

寄
、
献
花
、
焼
香
、
飲
食
、
燈
明
）
　
を
言
い
、
「
≡
衣
一
鉢
」
と
は
、
僧
に
私

有
物
と
し
て
詐
さ
れ
て
い
る
三
枚
の
新
物
と
一
つ
の
鉢
を
指
す
。
ま
た
、
「
求

開
持
法
」
と
は
、
空
海
が
勤
操
か
ら
伝
授
さ
れ
た
密
教
の
行
法
で
、
頭
脳
を
明

折
に
す
る
働
き
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

第
一
グ
ル
ー
プ
と
興
る
点
は
、
必
ら
ず
L
も
論
義
の
算
題
で
あ
っ
た
こ
と
は

確
か
め
ら
れ
な
い
が
僧
の
実
践
の
場
に
於
て
は
不
可
欠
な
知
識
を
盛
り
込
ん
で

い
る
こ
と
、
及
び
比
喩
の
た
め
に
説
話
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
談

義
所
の
毎
日
は
、
理
論
と
実
践
の
両
面
の
修
行
を
こ
な
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
第
二
グ
ル
ー
プ
の
巻
に
は
、
行
法
な
ど
の
実
践
面
で
心

得
て
お
く
べ
き
事
物
や
行
為
の
意
味
や
由
来
が
、
判
り
易
い
説
話
を
引
い
て
語

ら
れ
て
い
る
。
修
行
途
中
の
初
心
行
者
が
犯
し
易
い
誤
り
に
つ
い
て
も
丁
寧
に

記
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
、
学
僧
に
と
っ
て
は
格
好
の
手
引
再
と
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

第
二
グ
ル
ー
プ
が
実
践
面
の
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
、
直
接
論
義
に
関
係

し
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
第
二
グ
ル
ー
プ
に
は
説
話
が
多
く

含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
が
講
説
に
引
か
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
講
説
と
は

論
義
の
一
部
と
し
て
師
匠
が
学
僧
に
講
義
す
る
こ
と
で
あ
る
。
講
説
で
は
経
典

の
講
釈
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
純
然
た
る
教
学
研
究
と
い
う
よ
り
は
、
比
喩
や
因
⑮

縁
と
い
っ
た
説
話
を
交
え
て
平
易
に
説
き
聞
か
せ
る
も
の
だ
っ
た
ら
し
い
。
講

説
は
、
論
義
の
敢
婁
な
一
部
を
形
成
し
て
い
た
。
師
匠
の
僧
は
も
と
よ
り
、
い
つ

の
日
か
叡
山
へ
登
り
竪
者
と
な
る
こ
と
を
夢
見
る
学
僧
た
ち
も
、
講
説
に
用
い

る
説
話
を
日
頃
か
ら
収
集
し
レ
．
ハ
ー
ト
リ
ー
を
ふ
や
し
て
い
た
わ
け
で
、
そ
の

取
材
源
の
一
つ
と
し
て
第
二
グ
ル
ー
プ
の
説
話
が
読
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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残
る
第
三
グ
ル
ー
プ
に
屈
す
る
の
が
、
こ
う
し
た
講
説
の
種
木
と
し
て
も
っ

と
も
活
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
巻
で
あ
る
。
「
山
王
御
事
」
と
「
大
黒
天
口
決
」

の
二
巻
で
、
い
ず
れ
も
説
話
が
非
常
に
多
い
。

大
黒
天
は
、
叡
山
守
護
神
の
大
比
叡
神
（
大
宮
）
と
同
体
だ
と
認
識
さ
れ
て

⑳

い
た
の
で
、
こ
の
二
巻
は
と
も
に
山
王
関
係
の
記
事
を
集
め
た
も
の
と
見
倣
し

て
よ
か
ろ
う
。
仏
教
守
護
の
神
や
天
部
に
関
す
る
秘
説
の
類
を
記
録
す
る
こ
と

は
、
「
厳
神
霊
応
牽
」
と
称
し
て
記
家
の
職
掌
と
な
っ
て
お
り
、
『
渓
嵐
拾
葉

菜
』
中
に
も
か
な
り
の
分
量
を
占
め
て
い
る
。
中
で
も
、
山
王
一
実
神
道
の
教

説
の
中
核
を
成
す
「
山
王
御
事
」
は
、
叡
山
仏
教
を
支
え
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と

し
て
尊
ば
れ
、
そ
れ
は
関
東
寺
院
に
於
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
談
義
所
で
は
山

⑳

王
を
勧
請
す
る
の
が
通
例
で
、
祭
祀
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。

山
王
の
祭
祀
に
は
論
義
、
講
説
が
付
随
し
て
い
た
。
山
王
の
説
話
を
知
っ
て

お
く
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
論
義
や
講
説
の
場
で
説
く
説
話
が
豊
富
に
な
る
点

で
大
切
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
第
三
グ
ル
ー
プ
は
第
二
グ
ル
ー
プ
と
同

じ
く
、
説
話
の
取
材
源
と
し
て
読
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
浜
風
拾
葉
集
』

の
山
王
関
係
記
事
は
、
顕
真
の
『
山
家
要
略
記
』
に
勘
註
を
試
み
た
義
原
か
ら

¢

光
宗
が
相
承
し
た
も
の
で
、
山
王
の
故
実
、
秘
説
等
を
も
っ
と
も
豊
富
に
伝
え

る
も
の
と
し
て
琉
宝
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

開
封
所
伝
本
を
三
つ
に
分
け
て
考
察
し
て
来
た
が
、
こ
こ
で
も
う
一
度
結
論

を
整
理
し
確
認
し
て
お
く
と
次
の
如
く
に
な
ろ
う
。

テ
キ
ス
ト

＜
第
一
グ
ル
ー
プ
＞
　
給
養
の
た
め
の
教
科
書
。

テ
キ
ス
ト

＜
第
二
グ
ル
ー
プ
＞

（実
践
的
修
行
の
教
科
省
。

講
説
の
話
材

＜
第
三
グ
ル
ー
プ
＞
　
講
説
の
話
材
）
講
説
の
種
本
。

但
し
、
三
分
耕
し
て
は
い
る
が
、
関
東
所
伝
本
が
基
本
的
に
論
義
と
深
い
関

係
を
持
っ
て
成
立
し
た
と
い
う
点
を
も
う
一
度
強
調
し
て
お
く
。

と
こ
ろ
で
、
論
義
、
講
説
の
備
え
に
何
ら
か
の
粉
本
か
ら
説
話
拝
を
収
集
し

て
お
い
た
だ
ろ
う
こ
と
が
伺
え
る
も
の
と
し
て
、
法
華
経
注
釈
書
が
あ
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
は
、
談
義
所
で
の
講
説
を
母
胎
と
し
て
文
書
化
さ
れ
た
書
物
で
あ

る
。
口
頭
で
説
か
れ
た
も
の
な
の
で
、
＜
直
談
物
＞
と
も
呼
ば
れ
で
い
る
。

『
法
華
経
焉
林
拾
葉
抄
』
を
代
表
と
す
る
法
華
経
注
釈
書
は
、
『
法
華
経
』

の
大
意
を
、
説
話
や
和
歌
を
交
え
つ
つ
平
明
に
説
い
た
も
の
で
、
中
世
の
談
義

所
の
講
説
の
あ
り
方
を
伝
え
て
い
る
。
＜
直
談
物
＞
は
、
平
易
に
教
義
を
説
く

こ
と
を
主
眼
と
す
る
の
で
、
ふ
ん
だ
ん
に
比
喩
の
た
め
の
説
話
や
和
歌
が
含
ま

れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
既
に
他
の
文
芸
作
品
と
の
相
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

⑳に
、
両
者
に
共
通
す
る
種
本
に
依
っ
た
可
能
性
が
高
け
い
。
し
か
し
、
そ
の
種
本

が
ど
ん
な
も
の
か
は
不
明
な
ま
ま
で
あ
っ
た
。
特
に
、
出
典
不
明
の
伝
承
歌
ら

し
き
も
の
や
、
俗
臭
の
強
い
巷
説
め
い
た
説
話
の
場
合
、
そ
の
伝
承
経
路
を
探

る
の
は
難
し
い
。

こ
う
し
た
＜
直
談
物
＞
が
談
義
所
の
論
義
、
講
説
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を

想
起
す
る
と
き
、
講
説
の
種
本
と
し
て
の
『
渓
嵐
拾
菓
集
』
関
東
所
伝
本
の
存

在
が
俄
か
に
注
口
さ
れ
る
。
本
集
が
す
べ
て
の
＜
直
談
物
＞
の
穐
本
と
な
っ
た

わ
け
で
は
な
い
に
し
ろ
、
共
通
す
る
記
事
や
和
歌
も
あ
り
、
或
る
程
度
の
影

響
関
係
が
予
測
さ
れ
る
。
『
渓
嵐
拾
菓
集
』
の
本
文
に
は
、
「
成
人
云
」
と
か

「
世
間
ノ
人
云
」
と
い
っ
た
語
が
散
見
さ
れ
、
光
宗
が
叡
山
結
界
外
の
巷
説
の

斯
を
も
書
き
留
め
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
こ
れ
ら
が
『
渓
嵐
拾
某
集
』
関
死
所

伝
本
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
＜
直
談
物
＞
の
出
典
不
明
記
事
の
母
胎
と
な
っ

た
と
考
え
て
も
あ
な
が
ち
不
自
然
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

『
渓
嵐
拾
葉
集
』
関
東
所
伝
本
は
、
関
東
寺
院
の
論
義
、
講
説
と
不
離
の
存

在
と
し
て
成
立
し
、
＜
直
談
物
＞
の
中
へ
姿
を
変
え
て
生
き
続
け
て
行
っ
た
と
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言
う
こ
と
が
出
来
る
。
（
な
お
、
『
渓
凪
拾
葉
集
』
と
＜
直
談
物
＞
の
関
係
に

つ
い
て
例
証
を
呈
示
す
べ
き
だ
が
、
こ
の
問
題
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
の
で

こ
こ
で
は
割
愛
さ
せ
て
頂
き
、
仮
説
を
示
す
に
と
ど
め
る
。
）

お

　

わ

　

日

ソ

　

に

光
宗
は
、
晩
年
に
書
き
終
え
た
『
渓
嵐
拾
葉
菜
』
の
序
文
に
、
本
集
編
述
の

意
図
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

…
…
只
為
好
一
欝
之
眠
ツ
。
恐
又
有
二
玄
念
盲
欲
レ
埜
逼
界
之
功
一
一
1
。

毀
誉
共
善
因
也
。
必
入
ン
阿
字
門
一
㌔
視
聴
同
良
縁
也
。
乃
チ
挙
㍊
泥
桓

華
鳴
呼
吾
者
半
百
之
旅
館
也
。
定
テ
去
㌘
馬
旦
焉
。
害
者
万
葉
之
退

座
也
。
巽
ク
へ
李
t
龍
準
一
夫
。
　
（
大
正
蔵
　
第
七
十
六
巻
、
5
0
3
頁
b
）

こ
の
序
文
に
は
、
光
宗
の
仏
道
へ
の
激
し
い
希
求
が
渉
み
出
て
い
る
が
、
注

意
し
た
い
の
は
、
光
宗
が
記
述
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
を
目
的
化
し
、
自
ら
の
行

と
し
て
課
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
最
終
行
に
見
え
る
「
籠
華
」
と
は
、
未
来
に

於
て
弥
勒
が
出
現
す
る
と
い
わ
れ
る
龍
華
机
の
こ
と
で
あ
り
、
㌫
く
こ
と
に
よ

っ
て
仏
の
世
界
を
指
向
す
る
態
度
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
渓
嵐

拾
菓
集
』
福
述
は
、
記
家
た
る
光
宗
に
課
せ
ら
れ
た
仏
道
精
進
の
一
つ
の
行
と

し
て
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
稿
で
述
べ
て
来
た
よ
う
に
、
一
旦
光
宗
の
手
を
離
れ
て
関
東
へ

伝
え
ら
れ
た
伝
本
は
、
光
宗
自
身
の
意
図
と
は
大
き
く
異
り
、
論
義
の
た
め
の

テ
キ
ス
ト

教
科
書
と
い
う
性
格
を
新
た
に
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
談
義
所
の
論
輿

講
説
の
場
に
於
る
説
話
は
、
そ
の
伝
播
・
生
成
の
両
過
程
の
両
か
ら
昨
今
問
題

と
さ
れ
て
来
た
が
、
関
東
所
伝
本
の
よ
う
な
種
木
を
想
定
す
る
こ
と
で
、
説
話

の
位
相
が
更
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
点
で
、
談
義
所
を

め
ぐ
る
文
化
的
背
景
に
関
与
し
た
関
東
所
伝
本
の
存
在
は
も
っ
と
注
目
さ
れ
て

も
よ
い
。
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
諸
本
に
は
、
や
は
り
中
世
に
談
義
所
が
存
し
た
肥

後
国
所
伝
の
木
が
あ
り
、
談
義
所
と
木
集
諸
本
の
関
係
に
つ
い
て
、
更
に
追
究

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
昭
和
六
十
一
年
七
月
稿
）

＜
注
＞

①
『
渓
嵐
拾
菓
集
』
　
「
普
通
広
釈
見
開
」
の
奥
書
に
筆
者
不
明
の
次
の
よ
う
な

識
語
が
あ
る
。
「
此
抄
ハ
元
応
寺
関
山
伝
信
和
尚
云
。
弟
子
鷲
尾
之
遺
光
上

人
（
光
宗
を
指
す
、
筆
者
注
）
ト
中
人
。
顕
密
戒
記
神
道
三
百
余
巻
之
巻
抄

ヲ
作
ラ
レ
ク
リ
。
」
（
俳
点
筆
者
）

③
諸
本
に
関
す
る
詳
し
い
報
告
は
別
稿
に
謀
る
。

◎
光
宗
は
延
慶
四
年
（
≡
一
）
か
ら
貞
和
四
年
（
冨
八
）
に
か
け
て
本
集
を
執

筆
し
た
ら
し
い
こ
と
が
現
存
木
奥
封
か
ら
知
ら
れ
る
。
題
名
を
付
す
こ
と
を
　
一

明
記
し
た
の
は
、
貞
和
四
年
に
書
か
れ
た
序
文
だ
け
で
あ
り
、
執
筆
初
期
に
　
3
2

は
題
名
に
触
れ
た
箇
所
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

④
近
世
に
叡
山
各
坊
は
文
陸
の
復
興
を
行
い
、
精
極
的
に
吾
籍
を
集
め
る
が
、

こ
れ
は
、
元
亀
二
年
（
三
三
）
の
信
長
に
よ
る
叡
山
焼
打
で
灰
旗
に
帰
し
た

叡
山
の
復
興
活
動
の
一
環
で
あ
る
。

⑤
大
日
本
仏
教
全
日
第
六
十
五
巻
に
収
錨
。

㊥
開
生
郡
が
関
東
へ
の
交
通
の
要
所
に
当
っ
て
い
た
こ
と
は
、
紀
行
文
な
ど
の

旅
程
か
ら
伺
え
る
。
例
え
ば
、
十
三
世
紀
鎌
倉
へ
下
向
し
た
叡
尊
は
、
逢
坂

の
閑
か
ら
志
賀
潤
へ
出
、
湖
を
渡
っ
て
蒲
生
野
に
到
る
コ
ー
ス
を
と
っ
て
い

る
（
『
関
東
往
還
記
』
）
。

⑦
内
閣
文
庫
A
木
「
多
聞
天
口
決
」
の
巻
の
奥
㌫
に
、
「
渋
州
不
破
郡
菩
提
寺
」

の
名
が
見
え
る
。

（
一
四
三
九
）

⑧
『
天
台
門
宗
四
教
五
時
名
目
』
　
（
渋
谷
売
春
氏
所
見
本
）
奥
㌫
「
永
事
十
一



年
七
月
十
二
日
於
武
州
仙
波
仏
蔵
坊
談
所
吾
之
監
報
聖
母

隆
海
に
つ
い
て
は
、
尾
上
究
仲
氏
「
関
東
の
天
台
宗
談
義
所
的
」
（
『
金
沢
文

庫
研
究
』
1
6
3
号
）
に
詳
し
い
。
（
一
四
六
P

q
）

⑨
『
護
摩
雑
事
護
摩
五
校
各
別
口
決
』
（
西
教
寺
蔵
）
奥
書
「
寛
正
五
年
甲
巾
六

月
…
…
上
野
州
甘
楽
郡
一
宮
庄
尾
崎
山
光
明
院
住
持
皇
澄
法
印
之
賜
御
本
…

…
皇
排
」
な
ど
。

⑲
『
十
妙
義
案
立
木
尖
成
年
』
（
叡
山
文
庫
）
奥
書
「
仙
波
仏
蔵
坊
穏
海
汰
印
御

（
一
五
門
○
）

ロ
作
也
天
文
九
年
亮
円
写
」
。
な
お
、
注
⑧
か
ら
⑨
に
引
用
し
た
奥
書

は
渋
谷
氏
『
天
台
書
籍
総
目
録
』
に
よ
る
。

⑪
尾
上
寛
仲
氏
「
談
義
所
と
天
台
教
学
の
流
伝
」
（
『
叡
山
学
級
』
一
号
、
昭
和

三
十
六
年
）
。

⑳
尾
上
究
仲
氏
「
関
東
の
天
台
宗
談
義
所
田
」
（
『
金
沢
文
庫
研
究
』
冊
号
）
。

⑳
宗
光
寺
、
真
光
寺
は
僧
正
寺
で
あ
る
が
、
各
々
長
沼
談
義
所
、
渋
川
談
義
所

と
呼
ば
れ
る
談
義
所
で
あ
っ
た
。

⑭
「
村
身
」
は
、
「
射
」
の
偏
と
俳
を
二
字
に
解
し
た
故
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

因
み
に
、
上
総
国
に
は
は
に
該
当
す
る
よ
う
な
地
名
は
見
当
た
ら
な
い
。

⑮
小
此
木
輝
之
氏
「
「
関
東
天
台
」
と
世
良
田
の
長
楽
寺
」
（
『
天
台
』
二
号
）
。

⑲
『
秘
教
伝
授
次
第
』
（
光
明
寺
蔵
）
に
血
脈
が
見
え
る
。

⑳
尾
上
究
仲
氏
「
関
東
の
天
台
宗
談
義
所
的
」
（
『
金
沢
文
庫
研
究
』
間
号
）
。

⑬
宗
要
、
問
安
、
義
科
の
三
者
を
厳
密
に
区
別
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
尾
上
寛

仲
氏
に
よ
る
と
、
『
明
橿
抄
』
に
、
問
要
と
宗
更
は
「
自
宗
ノ
大
綱
」
、
義
科

は
「
自
他
相
対
シ
テ
其
ノ
義
ヲ
立
ッ
ル
」
と
説
か
れ
る
と
い
う
（
「
天
台
義
科
の
成

立
過
程
」
、
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
十
九
巻
一
号
）
。

⑲
『
弁
顕
密
二
教
諭
懸
銃
抄
』
『
顕
密
差
別
問
答
』
（
ど
ち
ら
も
大
正
蔵
第
七

十
七
巻
。
十
二
世
紀
成
立
）
な
ど
は
、
問
答
形
式
で
顕
密
の
差
を
論
ず
る
も

の
で
、
二
教
の
差
が
古
来
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

⑳
渋
谷
氏
前
掲
書
に
よ
る
。

㊥
阿
部
泰
郎
氏
「
唱
導
に
お
け
る
説
話
－
1
私
案
抄
－
」
（
『
儀
礼
と
説
話
』

桜
楓
社
、
昭
和
六
十
一
年
）
。

㊥
『
棋
風
拾
葉
集
』
　
「
大
黒
天
口
決
」
に
「
山
王
一
体
事
」
と
い
う
記
事
が
あ

る
。
ま
た
、
『
腔
天
記
』
に
も
同
様
の
記
述
が
見
え
る
。

⑳
尾
上
寛
仲
氏
「
中
古
天
台
に
お
け
る
談
義
所
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
八

巻
一
号
）
。

㊧
宝
戒
寺
蔵
『
山
家
要
略
記
』
奥
書
に
は
、
「
文
保
元
年
（
≡
七
）
…
…
於
黒

谷
慈
眼
房
以
義
視
冊
梨
本
伝
授
㌫
写
了
…
…
光
宗
遍
照
記
」
と
あ
り
、
光
宗

が
山
王
関
係
記
事
を
義
源
か
ら
得
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

㊧
永
井
義
憲
氏
「
請
経
談
義
と
説
話
－
『
驚
林
拾
東
砂
』
に
み
え
た
る
さ
ゝ
や

き
竹
物
語
」
（
『
口
木
仏
教
文
学
研
究
第
三
集
』
、
新
興
杜
、
昭
和
六
十
年
）
。

＜
付
記
＞
　
本
稿
は
、
昭
和
六
十
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
春
季
研
究
集

会
に
於
る
発
表
の
一
部
に
補
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
肝
上
で
御
助
言
を
賜

っ
た
小
林
芳
規
先
生
と
、
貴
禿
た
桁
料
の
閲
覧
の
促
を
計
っ
て
い
た
だ
い
た
叡

山
文
庫
、
内
閣
文
庫
、
東
大
史
料
編
纂
所
、
思
文
閣
美
術
の
方
々
、
新
井
栄
蔵

先
生
、
阿
部
泰
郎
氏
、
そ
し
て
終
始
暖
い
御
指
導
を
賜
っ
た
稲
賀
敬
二
先
生
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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